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 著者氏名  論文タイトル名 書籍全体

の編集者
名 

 書 籍 名 出版社名  出 版
地 

出版年  ページ 

針谷正祥 結節性多発動脈炎 日本脈管
学会 

臨床脈管学 日本医学出
版 

東京 2017 318-319 

磯部光章 
他 

血管炎症候群の診
療ガイドライン 

磯部光章 血管炎症候群
の診療ガイド
ライン 

日本循環器
学会 

東京 2018  

要 伸也 顕微鏡的多発血管
炎 

日本脈管
学会 

臨床脈管学 日本医学出
版 

東京 2017 322-324 

要 伸也 わが国の血管炎診
療ガイドラインの
要点 

有村義宏 血管炎（第2
版）―基礎と
臨床のクロス
トーク― 

日本臨牀社 東京 2018 38-44 

要 伸也 エビデンスに基づ
くCKD診療ガイドラ
イン 
急速進行性腎炎症
候群（RPGN） 

日本腎臓
学会 

日本腎臓学会
誌 

  2018 1185-
1189 

石津明洋 Ⅲ．筋骨格系 7．脈
管（血管・リンパ管） 

監修：深山
正久，森永
正二郎 

病理診断に
直結した組
織学 

文光堂 東京 2017 54-60 

石津明洋 総論  

第3章 血管病変の
成因と病理  

B. 血管炎  

3. 環境要因 

日本脈管
学会 

臨床脈管学 日本医学出
版 

東京 2017 24-25 

石津明洋 ANCA関連血管炎の
克服を目指して 

北海道大
学 

知のフロンテ
ィア 第4号 
北海道大学の
研究者は、い
ま 

北海道大
学・アドミ
ッションセ
ンター 

札幌 2018 72-73 
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石津明洋 Ⅱ. 高安動脈炎  

2. 発症機序 

磯部光章 血管炎症候群
の診療ガイド
ライン（2017
年改訂版） 

https://ww
w.j-
circ.or.jp
/old/guide
line/pdf/J
CS2017_iso
be_h.pdf 

 2018 11-12 

石津明洋 Ⅰ. 総論 

厚生労働省難治性
血管炎調査研究
班：血管炎病理ア
トラスと血管炎病
理診断コンサルテ
ーションシステム 

有村義宏 日本臨牀 76 
(増刊号6) 

血管炎（第2
版）―基礎と
臨床のクロス
トーク― 

日本臨牀社 大阪 2018 64-70 

岩崎沙
理，石津
明洋 

Ⅳ. 小型血管炎 

顕微鏡的多発血管
炎の病理・病態 

有村義宏 日本臨牀 76 
(増刊号6) 

血管炎（第2
版）―基礎と
臨床のクロス
トーク 

日本臨牀社 大阪 2018 220-225 

楠 由宏，
石津明洋 

Ⅷ. 最新の研究ト
ピックス 

MPO-ANCA関連血管
炎におけるPAD阻害
剤によるNETs形成
阻害 

有村義宏 日本臨牀 76 
(増刊号6) 

血管炎（第2
版）―基礎と
臨床のクロス
トーク― 

日本臨牀社 大阪 2018 483-487 

石津明洋 Ⅷ. 最新の研究ト
ピックス 

ANCA関連血管炎の
治療反応性予測に
関する遺伝子発現
プロファイルの検
討 

有村義宏 日本臨牀 76 
(増刊号6) 

血管炎（第2
版）―基礎と
臨床のクロス
トーク― 

日本臨牀社 大阪 2018 582-586 

Akihiro 
Ishiz 

Neutrophilic cell
 pathobiology in 
the vasculitides 

David You
nger 

The Vasculi
tides (2nd 
Ed.) 

Nova Scien
ce Publish
ers, Inc. 

New Yo
rk 

in press  

藤元昭一 

猪原登志
子 

ANCA関連血管炎に
対する血漿交換療
法（PEXIVAS試験を
含む） 

有村義宏 日本臨床76 日本臨床社 大阪 2018 603-607 

藤元昭一 VII 鑑別疾患 1. 
IgA血管炎。IgA腎症
の病態と治療 

川村哲也 

鈴木祐介 

IgA腎症の病
態と治療 

中外医学社 東京 2019 217‐222 
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藤元昭一 C 免疫系、6.顕微鏡
的多発血管炎 

水澤英洋 指定難病ペ
ディア2019 

日本医師会 東京 2019 S158-160 

藤元昭一 血管炎に伴う腎症
（ANCA関連血管炎） 

山縣邦弘 

南学正臣 

腎疾患・透析
最新の治療 

南江堂 東京 2020 170-173 

髙崎芳成 全身性エリテマト
ーデス 

根本英一 病気とくす
り増刊号 

南山堂 東京 2017 241-245 

髙崎芳成 全身性硬化症,その
他の膠原病 

藤島一郎 疾患別に見
る嚥下障害 

医歯薬出版
株式会社 

東京 2017 420-425 

天野宏一 好酸球性多発血管
炎性肉芽腫症 

日本脈管
学会 

臨床脈管学 日本医学出
版 

東京 2017 322-324 

猪原登志
子 

最新の研究トピッ
クス 臨床研究の
進歩 ANCA測定法
(MPO-ANCA、PR3-AN
CA)の現状と課題 

株式会社 
日本臨床
社 

日本臨床 76
巻 増 刊 号 6
【血管炎(第
2版) -基礎
と臨床のク
ロストーク
-】 

株式会社  
日本臨床社 

大阪、
日本 

2018 569-575 

内田治仁 II．大型血管炎、巨
細胞性動脈炎、巨細
胞性動脈炎の診断 

有村義宏 血管炎（第2
版） ―基礎
と臨床のク
ロストーク
― 

日本臨牀社 東京 2018 127-131 

川上民裕 抗血小板薬、血管拡
張薬 

塩原哲夫、
照井正、大
山学 

皮膚科治療
薬  処方ガ
イド  －年
齢・病態に応
じた薬の使
い方ー 

全日本病院
出版会 

東京 2017 151-156 

川上民裕 ANCA関連血管炎 
皮膚科の検査とそ
の評価法 

大塚藤男
 土田哲
也  五十
嵐敦之相
馬良直  
林伸和 

皮膚科の臨
床 

金原出版 東京 2017 60-69 

川上民裕 新ガイドラインか
らみる血管炎の全
体像・診療アルゴリ
ズム 

横関博雄 日本皮膚免
疫アレルギ
ー学会雑誌 

春恒社 東京 2018 98-105 

川上民裕 全身性血管炎によ
る皮膚病変 

 リウマチ科 科学評論社 東京 2018 504-510 
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川上民裕 顕微鏡的多発血管
炎 

土田 哲也 Visual Derm
atology 

学研メディ
カル秀潤社 

東京 2018 526-528 

川上民裕 好酸球性多発血管
炎性肉芽腫症 

土田 哲也 Visual Derm
atology 

学研メディ
カル秀潤社 

東京 2018 530-531 

川上民裕 多発血管炎性肉芽
腫症  

土田 哲也 Visual Derm
atology 

学研メディ
カル秀潤社 

東京 2018 532-534 

川上民裕 ANCA関連血管炎 皮
膚科 

有村 義宏 日本臨牀 日本臨牀社 東京 2018 348-354 

中村晃一
郎、岩田 
洋平、浅井
純、川上民
裕、常深祐
一郎  

ベーチェット病の
皮膚粘膜病変診療
ガイドライン 

古江 増隆 日本皮膚科
学会雑誌 

杏林社 東京 2018 2087-210
1 

川上民裕 好酸球性多発血管
炎性肉芽腫症、多発
血管炎性肉芽腫症
  

古川 福実
 佐伯 秀
久 

皮膚疾患  
最新の治療
 2019-2020 

南江堂 東京 2019 75 

川上民裕 日本皮膚科学会の
皮膚血管炎診療ガ
イドライン 

宮坂信之 炎症と免疫 先端医学社 東京 2018 45-50 

川上民裕 血管炎に伴う皮膚
潰瘍 膠原病・血管
炎に伴う皮膚潰瘍
診療ガイドライン 

日本皮膚
科学会  
創傷・褥
瘡・熱傷ガ
イドライ
ン策定委
員会 

創傷・褥瘡・
熱傷ガイド
ライン2018 

金原出版 東京 2018 237-242 

川上民裕 皮膚の血管炎 宮地良樹 皮膚科外来
グリーンノ
ート 

中外医学社 東京 2018 113-117 

川上民裕 Sweet病の皮膚 神田隆 BRAIN and N
ERVE 

医学書院 

  

東京 2019 334-338 

川上民裕 Palpable purpura/
 Livedo  

宮地良樹 All About 

皮膚科学 

メディカル

レビュー 

東京 2019 68-69 

宮部千恵、
川上民裕. 

ANCAとANCA関連血
管炎を基礎から固
める 

石黒直子 Monthly Book
 Derma 

全日本病院

出版会 

東京 2019 27-32 

川上民裕 血管炎・血管症 玉城善史
郎 

小児科診療 診断と治療
社 

東京 2019 1578-158
5 
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中村晃一
郎、岩田 
洋平、浅井
純、川上民
裕、常深祐
一郎． 

皮膚粘膜病変分科

会  

水木信久、
竹内正樹 

  

ベーチェット
病診療ガイド
ライン2020 

診断と治療
社 

東京 2020 54-74 

  

川上民裕 単純性紫斑 老人
性紫斑 ステロイ
ド紫斑病 心因性
紫斑 

椛島 健治 今日の疾患

辞典 

株式会社プ
レシジョン 

東京 2020 Web対応 

川上民裕 紫斑 梅林芳弘 今日の問診
票／診断辞

典 

株式会社プ
レシジョン 

東京 2020 397-401 

川上民裕 紫斑 帆足 俊彦 皮膚症状か
ら考える皮
膚疾患 

南江堂 東京 2020 397-401 

菅野祐幸 総論第3章 血管病
変の成因と病理 
Ｂ血管炎 4.肉芽
腫性血管炎 

日本脈管
学会編 

臨床脈管学 日本医学出
版 

東京 2017 26-27 

駒形嘉紀 免疫複合体性小型
血管炎、Cogan症候
群． 

福井次矢,
 高木誠, 
小室一成 

今日の治療
指針 2018 

医学書院 東京 2018 854-855 

駒形嘉紀 免疫抑制薬 1)アル
キル化剤 シクロ
フォスファミド. 

川畑仁人 リウマチ・膠
原病治療薬
ハンドブッ
ク 

文光堂 東京 2018 154-159 

駒形嘉紀 多発血管炎性肉芽
腫症 

佐藤寿彦 Current Dic
ision Suppo
rt(今日の疾
患辞典) 

プレシジョ
ン 

東京 2019  

中村好一 川崎病診断の手引
きの変遷 

日本川崎
病学会 

川崎病学 診断と治療
社 

東京 2018 6-8 

新納宏昭 リツキシマブ 川畑仁人 リウマチ・膠
原病治療薬
ハンドブッ
 

文光堂 東京 2018 132-140 

新納宏昭 高安動脈炎，巨細胞
性動脈炎 

福井次矢、
高木誠、小
室一成 

今日の治療指
針 

医学書院 東京 2019 866-868 

杉原毅彦 巨細胞性動脈炎 日本脈管
学会 

臨床脈管学 日本医学出
版 

東京 2017 316-317 

杉原毅彦 巨細胞性動脈炎 磯部光章 医学のあゆみ
263巻６号 

医歯薬出版 東京 2017 491-494 
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杉原毅彦 巨細胞性動脈炎の

新たな治療戦略 

武井正美 臨床免疫・ア

レルギー科 

科学評論社 東京 2018 77-81 

杉原毅彦 大血管炎における

imaging biomarker

としての PET の意

義 

宮坂信之 リウマチ科 科学評論社 東京 2018 624-627 

杉原毅彦 不明熱の原因とな

るリウマチ性疾患 

巨細胞動脈炎とリ

 

住田孝之 分子リウマ

チ治療 

先端医学社 東京 2018 36-40 

杉原毅彦 巨細胞性動脈炎疫

学 

有村義宏 血管炎（第２

版） ―基礎

と臨床のク

ロストーク

― 

日本臨床社 東京 2018 120-126 

杉原毅彦 巨細胞性動脈炎  

 

小室一成 循環器症候

群第 3版 

日本臨床 東京 2019 376－379  

三浦健一
郎、服部元
史 

慢性腎臓病 五十嵐隆 小児科診療ガ
イドライン―
最新の診療指
針 第 版 

総合医学社 東京 2019 426-430 

鈴木啓之 川崎病の急性期治
療 

 小児コモン60
疾患 実践的
ガイドライン
用術 

中山書店 東京 2019 31-36 

高橋 啓 川崎病の病理 a．冠
動脈（急性期・遠隔
期） 

日本川崎
病学会 

川崎病学 診断と治療
社 

東京 2018 37-41 

高橋 啓 血管病変の成因と
病理 

 臨床脈管学 日本医学出
版社 

東京 2017 18－20 

田村直人 全身疾患合併血管
炎 悪性関節リウ
マチ 

日本脈管
学会 

臨床脈管学
  

日本医学出
版 

東京 2017 338-339 

土屋尚之 感受性遺伝子 重松宏 臨床脈管学 日本医学出
版 

東京 2017 21-23 

土屋尚之 全身性エリテマト
ーデス、全身性強皮
症、ANCA関連血管
炎. 

 櫻井晃洋 最新多因子

遺伝性疾患

研究と遺伝

カウンセリ

グ 

メディカル 

ドゥ 

大阪 2018 174-183 
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土橋浩章 多発血管炎性肉芽
腫症 

日本脈管
学会 

臨床脈管学 日本医学出
版 

東京 2017 325-327 

長坂憲治 多発血管炎性肉芽
腫症 

福井次矢、
高木誠、小
室一成 

今日の治療
指針 

医学書院 東京 2018 851-3 

中岡良和 高安動脈炎 日本脈管

学会編集 

臨床脈管学 日本医学出

版 

東京 2017 311-315 

中岡良和 高安動脈炎の病態
とIL-6阻害療法 

熊ノ郷淳 免疫・炎症
病態×治療U
pdate 

南山堂 東京 2019 157-164 

中岡良和 大型血管炎（高安
動脈炎、巨細胞性
動脈炎） 

福井次
矢、高木
誠、小室
一成 

今日の治療
指針私はこ
う治療して
いる2020 

医学書院 東京 2020 885-887 

 

中山健夫 

 

診療ガイドライン
に関する基本知識 

門脇 孝, 
小 室  一
成, 宮地 
良樹 (監
修) 

日常診療に活
かす診療ガイ
ドラインUP-T
O-DATE 2018-
2019 - 

株 式 会 社 

メディカル

レビュー社 

 

東京 2018 10-15 

南木敏宏 膠原病･アレルギー
疾患。脈管炎･その
他類縁疾患。リウマ
チ性多発筋痛症（PM
R） 

猿田享男、
北村惣一
郎 

1336専門医に
よる私の治療
 2017-18年
度版 

日本医事新
報社 

東京 2017 846-848 

南木敏宏 感染症 川合眞一 見逃してはい
けないステロ
イドの副作用
と対処法。ス
テロイド療法
の極意 

じほう 東京 2017 201-207 

南木敏宏 難病の治療法 薬
剤の開発:低分子化
合物、分子標的薬･
抗体医薬 関節リ
ウマチ 

松原洋一 難病研究up-t
o-date 臨床
病態解析と新
たな診断･治
療法開発をめ
ざして。遺伝
子医学MOOK32 

メディカル
ドゥ 

大阪 2017 189-193 

南木敏宏 服薬・注射指導〜抜
歯時･周術期、妊娠
希望時･妊婦･授乳、
ワクチン接種時の
注意点〜 

川畑仁人 リウマチ・膠
原病治療薬ハ
ンドブック-
エキスパート
が教える極意
- 

文光堂 東京 2018 12-15 
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南木敏宏 好酸球性多発血管
炎性肉芽腫症｛アレ
ルギー性肉芽腫性
血管炎（Churg-Stra
uss症候群）｝ 

福井次矢、
高木誠、小
室一成 

今日の治療指
針 私はこう
治療している
2019年 

医学書院 東京 2019 871-873 

南木敏宏 関節リウマチ 浦部晶夫、
島田和幸、
川合眞一 

今日の処方 南江堂 東京 2019 503-508 

南木敏宏 関節と結合組織の
構造と機能。総論。
膠原病･リウマチ性
疾患 

三森経世 内科学書 中山書店 東京 2019 190-192 

南木敏宏 顕微鏡的多発血管
炎、多発血管炎性肉
芽腫症 

福井次矢、
高木誠、小
室一成 

今日の治療指
針 私はこう
治療している
2020年 

医学書院 東京 2020 887-888 

長谷川均 多発血管炎性肉芽
腫症（ウェゲナー肉
芽腫症） 

福井次矢、
高木誠、小
室一成編 

今日の治療
指針2018 

医学書院 東京 2018 835-836 

岸部 幹、

原渕保明 

 

ANCA 関連血管炎性

中耳炎 

 

小林俊光,
 高 橋 晴
雄, 浦野
正美編 

ENT臨床フロ
ンティア，耳
鼻咽喉科  
標準治療の
ためのガイ
ドライン活
用術 

中山書店 東京 2017 30-36 

岸部 幹 多発血管炎性肉芽

腫症（ウェゲナー肉

芽腫症） 

森山 寛 今日の耳鼻
咽喉科・頭
頸部外科治
療指針 第4

版 

医学書院 東京 2018 574-578 

岸部 幹、
原渕保明 

ANCA関連血管炎性
中耳炎（OMAAV) 

  

山岨達也 耳鼻咽喉科
 診療の進
歩  4 0のエ
ッセンス 

医歯薬出版 東京 2018 36-40 

坂東政司 特発性間質性肺炎
(IIPs)の分類 

川名明彦，
江口研二 

呼吸器疾患
－最新の薬
物療法－２ 

克誠堂 東京 2017 150-157 
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坂東政司 剥離性間質性肺炎

(DIP)・ 呼吸細気

管支炎を伴う間質

性肺炎(RB-ILD) 

日本呼吸

器学会び

まん性肺

疾患学術

部会／厚

生労働省

難治性疾

患政策研

究事業び

まん性肺

疾患に関

する調査

研究班 

気管支肺胞洗

浄【BSL】法

の手引き 改

訂第３版 

克誠堂 東京 2017 84-88 

坂東政司 特発性肺線維症に

経口ステロイドを

使ってはいけない

のか 

長瀬洋之 呼吸器疾患の

薬物療法を極

める 

文光堂 東京 2018 137-141 

坂東政司 MPO-ANCA 陽性間質

性肺炎 診断・治療 

 血管炎(第2

版)-基礎と臨

床のクロスト

ーク- 

日本臨床社  2018 290-296 

坂東政司 特発性肺線維症の

治療ガイドライン

UPDATE 

門田淳

一，弦間

昭彦，西

 

呼吸器疾患 

最新の治療20

19-2020 

南江堂 東京 2019 25-29 

坂東政司 特発性間質性肺炎 浦部晶

夫，島田

和幸，河

 

今日の処方 

改訂第6版 

南江堂 東京 2019 179-184 

坂東政司 MPO-ANCA陽性間質

性肺炎 診断・治

療 

 血管炎(第2

版)-基礎と臨

床のクロスト

ーク- 

日本臨床社  2018 290-296 
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藏本伸生、
藤井 隆夫 

第2章 各論．抗リン
脂質抗体症候群 

千海 俊幸 最新醫學別
冊 診断と治
療のABC139 
リウマチ・膠
原病 

最新医学社 大阪 2018 129-133 

藤井 隆夫 13章 膠原病，その
他の全身疾患．9. 
血管炎症候群（高安
動脈炎，顕微鏡的多
発血管炎） 

浦 部  晶
夫、島田 
和幸、川合
 眞一 

今日の処方
（ 改 訂 第 6
版） 

南江堂 東京 2019 525-528 

鈴木亜衣

香、坂本 

晋、本間 

栄 

AAV関連肺疾患の

臨床像 

市川  智

章 

臨床画像33 メジカルビ

ュー社 

東京 2017 1215-

1220 

本間 栄 特発性間質性肺炎 福井次矢, 

高木 

  

2017今日の治

療指針 

医学書院 東京 2017 309-310 

 

本間 栄 

（分担） 

特発性肺線維症の

治療ガイドライン

2017 

厚生労働

科学研究

補助金難

治性疾患

政策研究

事業 び

まん性肺

疾患に関

する調査

研究班 

特発性肺

線維症の

治療ガイ

ドライン

作成委員

会 編 

特発性肺線維

症の治療ガイ

ドライン2017 

南江堂 東京 2017  

本間 栄

（分担） 

ANCA関連血管炎診

療ガイドライン

2017 

有村義宏, 

丸山彰

一、本間 

栄 編 

ANCA関連血管

炎診療ガイド

ライン2017 

診断と治療

社 

東京 2017  
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坂本 晋 

本間 栄 

びまん性汎細気管

支炎/副鼻空気管支

症候群. 

藤田次

郎、大朏

裕治 編 

呼吸器疾患：

Clinical-

Radiological

-

Pathological

アプローチ 

南江堂 東京 2017 110-114 

本間 栄 特発性肺線維症 矢崎義雄 

総編集 

内科学第11版 朝倉書店 東京 2017 784-787 

本間 栄 

（分担） 

難治性びまん性肺

疾患診療の手引き 

厚生労働

科学研究

補助金難

治性疾患

政策研究

事業 び

まん性肺

疾患に関

する調査

研究班 

特発性肺

線維症の

治療ガイ

ドライン

作成委員

会 編 

難治性びまん

性肺疾患診療

の手引き 

南江堂 東京 2017  

本間 栄

（分担） 

間質性肺炎合併肺

癌に関するステー

トメント 

日本呼吸

器学会腫

瘍学術部

会・びま

ん性肺疾

患学術部

会 編 

間質性肺炎合

併肺癌に関す

るステートメ

ント 

南江堂 東京 2017  
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Homma S Therapeutic 

Straegies for 

DLI: How Should 

DLI be Treated? 

(Eds) 

Hanaoka 

M, 

Nakamura 

H, 

Aoshiba 

K. 

Drug-Induced

 Lung Injury 

Springer Singap

ore 

2018 115-125 

本間 栄

（分担） 

特発性肺線維症 福井次矢, 

高木 

誠、小室

一成 編 

2018今日の治

療指針 

 

医学書院 東京 2018 306-308 

坂本 晋 

本間 栄 

サルコイドーシス 門脇 

孝、小室

一成、宮

地良樹 

監修 

診療ガイドラ

インUP-TO-DA

TE 2018-2019 

メデイカル

レビュー社 

東京 2018 610-614 

本間 栄 肺線維症の概念と

今後の展望 

本間 栄 

企画 

症例から考え

る難治性びま

ん性肺疾患—

病態と最新治

療戦略—呼吸

器ジャーナ

ル：66 

医学書院 東京

  

2018 274-280 

一色琢

磨、坂本 

晋、本間 

栄 

特発性肺線維症の

急性増悪にリコン

ビナントトロンボ

モジュリンは有効

か？ 

本間 栄 

企画 

症例から考

える難治性

びまん性肺

疾患—病態と

最新治療戦

略—呼吸器ジ

ャーナル：

66 

医学書院 東京

  

2018 274-280 

坂本 晋 

本間 栄 

血管炎に伴う間質

性肺炎 

三嶋理

晃、吾妻

安良太 

編 

間質生肺炎・

肺線維症と類

縁疾患 

中山書店 東京

  

2018 281-288 
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本間 栄

（分担） 

薬剤性肺障害の臨

床病型と主な原因

薬剤 

日本呼吸

器学会 

薬剤性肺

障害の診

断・治療

の手引き

第２版作

成委員会

編 

薬剤性肺障害

の診断･治療

の手引き 

メデイカル

レビュー社 

東京

  

2018  

本間 栄

（分担） 

間質性肺炎の急性

増悪 

福井次矢,

高木 

誠、小室

一成 編 

今日の治療指

針2019 

医学書院 東京 2019 316-317 

石田文

昭、本間 

栄（分

担） 

呼吸器疾患（慢性

閉塞性疾患、運動

誘発性喘息） 

公益財団

法人 健

康•体力づ

くり事業

財団 

健康運動指導

士養成講習会

テキスト 

南江堂 東京 2019 135-140 

坂本 

晋、本間 

栄（分

担） 

ANCA 関連血管炎に

おける肺疾患 

門田淳

一、弦間

昭彦、西

岡安彦 

 

呼吸器疾患最

新の治療2019

-2020 

南江堂 東京 2019 346-348 

本間 栄

（分担） 

特発性間質性肺炎 水澤英洋, 

五十嵐 

隆、北川

泰久、高

橋和久、

弓倉 整 

編 

指定難病ペデ

イア2019 

日本医師会 東京 2019 194-196 
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本間 栄

（分担） 

間質性肺炎におけ

る可溶性IL-2 受容

体の臨床病理学的

意義に関する研究 

公益信託

「岡本敏

記念肺線

維症研究

基金」運

営委員会 

編 

公益信託「岡

本敏記念肺線

維症研究基

金」記念誌─

27年のあゆみ

ー 

COSMIC 東京 2019 22 

坂本 

晋、本間 

栄（分

担） 

サルコイドーシス 診療ガイ

ドライン

UP TO 

Date 

2020-2021 

門脇 孝、小

室一成、宮地

良樹 監修 

メディカル

レビュー社 

東京 2020 649-654 

前嶋康浩 高安動脈炎：病態 有村義宏
 編 

日本臨牀  
増刊号  血
管炎（第2版） 

日本臨牀社 東京 2018 102-106 

宮崎龍彦 第3章血管病変の成
因と病理、B.血管炎
 5. 壊死性血管炎. 

日本脈管
学会 

臨床脈管学 日本医学出
版 

東京 2017 28-29 

宮崎龍彦 第４章 免疫系，ア
レルギー 

深山正久 はじめの一
歩の病理学 

羊土社 東京 2017 194-218 

宮崎龍彦, 
小林一博 

最新の研究トピッ
クス 基礎研究の進
歩 巨細胞性動脈炎
におけるGalectin-
3の病理学的・臨床
病理学的意義 
 

有村義宏 血管炎（第２
版）―基礎と
臨床のクロ
ストーク― 

日本臨床社 東京 2018 456-460 

吉藤 元 B.中小型血管炎 
6.その他の中小型
血管炎. 

日本脈管
学会 

臨床脈管学 日本医学出
版 

東京 pp331-2 2017 

吉藤 元 膠原病・リウマチ性
疾患 高安動脈炎・
巨細胞性動脈炎 

南学正臣 内科学書改
訂第9版Vol.2 

中山書店 東京 pp259-63 2019 
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Yoshifuji 
H, Oniza
wa H. 

Takayasu arteriti
s 1. 

Hiroshi 
Toyama 

PET/CT for 
Inflammator
y Diseases -
 Basic Scie
nces, Typica
l Cases, an
d Review 

Springer N e w  
York 
City 

pp120-3 2020 
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雑誌                                                      
  発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ   出版年 

Akimoto Y, Yan K, Miura 

Y, Tsumoto H, Toda T, Fuk

utomi T, Sugahara D, Kudo

 A, Arai T, Chiba Y, Kana

me S, et al. 

O-GlcN acylation and pho

sphorylation of β-actin

 serine199 in diabetic n

ephropathy. 

Am J Physiol Ren

al Physiology 

317 1359-1374 2019 

Ito S, Hidaka Y, Inoue N,

 Kaname S, Kato H, Matsum

oto M, Miyakawa Y, Mizuno

 M, Okada H, Shimono A, M

atsuda T, Maruyama S, Fuj

imura Y, Nangaku M, Kagam

i S 

Safety and effectiveness

 of eculizumab for pedia

tric patients with atypi

cal hemolytic-uremic syn

drome in Japan: interim 

analysis of post-marketi

ng surveillance. 

Clin Exp Nephrol 23 112-121 2019 

Higashihara E, Yamamoto 

K, Kaname S, Okegawa T, T

anbo M, Yamaguchi T, Shig

emori K, Miyazaki I, Yoko

yama K, Nutahara K 

Age- and height-adjusted

 total kidney volume gro

wth rate in autosomal do

minant polycystic kidney

 diseases. 

Clin Exp Nephrol

  

23 100-111 2019 

Fukuoka K, Miyamoto A, Oz

awa Y, Ikegaya N, Maesono

 T, Komagata Y, Kaname S,

 Arimura Y 

Adult-onset Still’s dis

ease-like manifestation 

accompanying cancer recu

rrence after long-term r

emission.  

Mod Rheumatol 29 704-707 2019 

Kato H, Miyakawa Y, Hidak

a Y, Inoue N, Ito S, Kaga

mi S, Kaname S, Matsumoto

 M, Mizuno M, Matsuda T, 

Shimono A, Maruyama S, Fu

jimura Y, Nangaku M, Okad

a H 

 Safety and effectivenes

s of eculizumab for adul

t patients with atypical

 hemolytic-uremic syndro

me in Japan: interim ana

lysis of post-marketing 

surveillance.  

Clin Exp Nephrol 23 65-75 2019 

Yamada M, Kawakami T, Tak

ashima K, Nishioka Y, Nis

hibata Y, Masuda S, Yoshi

da S,  Tomaru U, Ishizu 

A. 

Establishment of a rat m

odel of thrombosis induc

ed by intravenous inject

ion of anti-phosphatidyl

serine/prothrombin compl

ex antibody. 

Rheumatology (Ox

ford) 

56(6) 1013-1018 2017 

Masuda S, Shimizu S, Mats

uo J, Nishibata Y, Kusuno

ki Y, Hattanda F, Shida 

H, Nakazawa D, Tomaru U, 

Atsumi T, Ishizu A. 

Measurement of NET forma

tion in vitro and in viv

o by flow cytometry.  

Cytometry A  91(8) 822-829 2017 
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石津明洋. 皮膚科領域でみる血管炎の

病理組織像からのアプロー

チ.  

日本皮膚アレルギ

ー・接触性皮膚炎

学会雑誌  

11(4) 296-299 2017 

Morita S, Nakamaru Y, Nak

azawa D, Hattanda F, Shid

a H, Kusunoki Y, Watanabe

 K, Masuda S, Hoshino K, 

Fukuda A, Homma A, Tomaru

 U, Ishizu A.  

Elevated level of myelop

eroxidase-deoxyribonucle

ic acid complex in the m

iddle ear fluid obtained

 from patients with otit

is media associated with

 antineutrophil cytoplas

mic antibody-associated 

vasculitis.  

Otol Neurotol  39(4) e257-e262 2018 

Futamata E, Masuda S, Nis

hibata Y, Tanaka S, Tomar

u U, Ishizu A.  

Vanishing immunoglobulin

s: the formation of pauc

i-immune lesions in myel

operoxidase-antineutroph

il cytoplasmic antibody-

associated vasculitis.  

Nephron  138(4) 328-330 2018 

Nishioka Y, Masuda S, Tom

aru U, Ishizu A.  

CD1d-restricted type II 

NKT cells reactive with 

endogenous hydrophobic p

eptides. 

Front Immunol  9 548 2018 

Mori A, Nishioka Y, Yamad

a M, Nishibata Y, Masuda 

S, Tomaru U, Honma N, Mor

iyama T, Ishizu A.  

Brain-derived neurotroph

ic factor induces angiog

enin secretion and nucle

ar translocation in huma

n umbilical vein endothe

lial cells.  

Pathol Res Pract

  

214(4) 521-526 2018 

Shida,H, Hashimoto N, Kus

unoki Y, Hattanda F, Ogaw

a Y, Hayashi T, Nakazawa 

D, Masuda S, Tomaru U, Is

hizu A.  

Anti-neutrophil extracel

lular trap antibody in a

 patient with relapse of

 anti-neutrophil cytopla

smic antibody-associated

 vasculitis: a case repo

rt.  

BMC Nephrol  19(1) 145 2018 

Hasegawa J, Wakai S, Kono

 M, Imaizumi Y, Masuda S,

 Ishizu A, Honda K.  

An autopsy case of myelo

peroxidase-anti-neutroph

il cytoplasmic antibody 

(MPO-ANCA)-associated va

sculitis accompanied by 

cryoglobulinemic vasculi

tis affecting the kidne

y, skin, and gastrointes

tinal tract.  

Intern Med  57(18) 2739-2745 2018 
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Morita S, Nakamaru Y, Nak

azawa D, Suzuki M, Hoshin

o K, Fukuda A, Hattanda 

F, Kusunoki-Watanabe K, T

omaru U, Ishizu A, Homma 

A.  

The diagnostic and clini

cal utility of the myelo

peroxidase-deoxyribonucl

eic acid complex as a bi

omarker in otitis media 

with antineutrophil cyto

plasmic antibody-associa

ted vasculitis.  

Otol Neurotol  40(2) e99-e106 2019 

Nishioka Y, Sonoda T, Shi

da H, Kusunoki Y, Hattand

a F, Tanimura S, Uozumi 

R, Yamada M, Nishibata Y,

 Masuda S, Nakazawa D, To

maru U, Atsumi T, Ishizu 

A.  

Detection of autoreactiv

e type II NKT cells: a p

ilot study of comparison

 between healthy individ

uals and patients with v

asculitis.  

Cytometry A  93(11) 1157-1164 2018 

Tomaru U, Konno S, Miyaji

ma S, Kimoto R, Onodera 

M, Kiuchi S, Murata S, Is

hizu A, Kasahara M.  

Restricted Expression of

 the Thymoproteasome Is 

Required for Thymic Sele

ction and Peripheral Hom

eostasis of CD8+ T Cell

s.  

Cell Rep  26(3) 639-651.e2 2019 

Nakazawa D, Masuda S, Tom

aru U, Ishizu A.  

Pathogenesis and therape

utic interventions for A

NCA-associated vasculiti

s.  

Nat Rev Rheumato

l  

15(2) 91-101 2019 

Nishibata Y, Masuda S, Na

kazawa D, Tanaka S, Tomar

u U, Nergui M, Jia X, Cui

 Z, Zhao MH, Nakabayashi 

K, Ishizu A.  

Epitope recognized by an

ti-glomerular basement m

embrane (GBM) antibody i

n a patient with repeate

d relapse of anti-GBM di

sease.  

Exp Mol Pathol  107 165-170 2019 

Masuda S, Nonokawa M, Fut

amata E, Nishibata Y, Iwa

saki S, Tsuji T, Hatanaka

 Y, Nakazawa D, Tanaka S,

 Tomaru U, Kawakami T, At

sumi T, Ishizu A.  

Formation and disordered

 degradation of neutroph

il extracellular traps i

n necrotizing lesions of

 anti-neutrophil cytopla

smic antibody-associated

 vasculitis. 

Am J Pathol  189(4) 839-846 2019 

Watanabe-Kusunoki K, Abe 

N, Nakazawa D, Karino K, 

Hattanda F, Fujieda Y, Ni

shio S, Yasuda S, Ishizu 

A, Atsumi T.  

A case report dysregulat

ed neutrophil extracellu

lar traps in a patient w

ith propylthiouracil-ind

uced anti-neutrophil cyt

oplasmic antibody-associ

ated vasculitis. 

Medicine (Baltim

ore)  

98(17) e15328 2019 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/30650357
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/30650357
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/30650357
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/30650357
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/30650357
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/30650357
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Tomaru U, Konno S, Miyaji

ma S, Kimoto R, Onodera 

M, Kiuchi S, Murata S, Is

hizu A, Kasahara M.  

Restricted Expression of

 the Thymoproteasome Is 

Required for Thymic Sele

ction and Peripheral Hom

eostasis of CD8+ T Cell

s.  

Cell Rep  26(3) 639-651.e2 2019 

Nakazawa D, Masuda S, Tom

aru U, Ishizu A.  

Pathogenesis and therape

utic interventions for A

NCA-associated vasculiti

s.  

Nat Rev Rheumato

l  

15(2) 91-101 2019 

Nishibata Y, Masuda S, Na

kazawa D, Tanaka S, Tomar

u U, Nergui M, Jia X, Cui

 Z, Zhao MH, Nakabayashi 

K, Ishizu A.  

Epitope recognized by an

ti-glomerular basement m

embrane (GBM) antibody i

n a patient with repeate

d relapse of anti-GBM di

sease.  

Exp Mol Pathol  107 165-170 2019 

Masuda S, Nonokawa M, Fut

amata E, Nishibata Y, Iwa

saki S, Tsuji T, Hatanaka

 Y, Nakazawa D, Tanaka S,

 Tomaru U, Kawakami T, At

sumi T, Ishizu A.  

Formation and disordered

 degradation of neutroph

il extracellular traps i

n necrotizing lesions of

 anti-neutrophil cytopla

smic antibody-associated

 vasculitis. 

Am J Pathol  189(4) 839-846 2019 

Watanabe-Kusunoki K, Abe 

N, Nakazawa D, Karino K, 

Hattanda F, Fujieda Y, Ni

shio S, Yasuda S, Ishizu 

A, Atsumi T.  

A case report dysregulat

ed neutrophil extracellu

lar traps in a patient w

ith propylthiouracil-ind

uced anti-neutrophil cyt

oplasmic antibody-associ

ated vasculitis. 

Medicine (Baltim

ore)  

98(17) e15328 2019 

Watanabe T, Marumo Y, Ish

izu A.  

Retinal vasculitis in pr

imary Sjögren’s syndrom

e.  

Rheumatology (Ox

ford)  

58(7) 1244 2019 

Hattanda F, Nakazawa D, W

atanabe-Kusunoki K, Kusun

oki Y, Shida H, Masuda S,

 Nishio S, Tomaru U, Atsu

mi T, Ishizu A.  

The presence of anti-neu

trophil extracellular tr

ap antibody in patients 

with microscopic polyang

iitis.  

Rheumatology (Ox

ford) 

58(7) 1293-1298 2019 

Nonokawa M, Suzuki K, Hay

ashi H, Nishibata Y, Masu
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